
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3034 

令和５年度 家庭科 

教科 家庭 科目 家庭基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「家庭基礎」自立・共生・創造 （東京書籍） 

副教材等 2023 最新 生活ハンドブック 資料＆成分表 （第一学習社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○家庭生活に関心をもち、積極的に取り組もう。 

・学習形態は講義・演習形式・実験・実習等多様な形態をとる。 

・生活のいろいろな現象・課題をワークショップ形式で考える。まず、自分での考えをまとめて発

表し、それぞれの意見を共有し、よりよい解答を導き出す。その意見を班でまとめ全体で発表す

る。また１／２以上は実験実習の授業である。多くの体験学習を通して自立した生活が営める自

分を育てる。  

・多様な学びを通して、感性を磨き、多様性受容力を鍛える。（人権感覚を育む） 

・生きる力を身につけ、命を育むことができる朗らかな心身を仲間とともに育てていこう。 

 

２ 学習の到達目標 

・生活のしくみと現実を、個人の生活内にとどまることなく、地域や社会、歴史的な変化を含めた

総合的なとらえ方ができるようにする。 

・身近な生活の中から課題をみつけ、問題解決のために、あらゆる方面から情報を収集し分析する

能力を養う。 

・高校で学ぶすべての教科学習内容を実際の生活の場で活かせるようにする。 

・自分の人生や共に生きる人々との生活が、よりよいものとなるための努力ができるようにする。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生活を主体的に営むために

必要な人の一生と家族・家庭

及び福祉、衣食住、消費生活

などに関する基礎的・基本的

なことについて理解してい

るとともに、それにかかる技

能を身に付けている。 

人の一生と家族・家庭及び福

祉、衣食住、消費生活などに

ついて生活の充実向上を図る

ための課題を見いだし、その

解決をめざして思考を深め、

適切に判断し、工夫し創造す

る力を身に付けている。 

様々な人々と協働し，よりよ

い社会の構築に向けて，課題

の解決に主体的に取り組んだ

り、振り返って改善したりし

て、地域社会に参画しようと

するとともに、自分や家庭，

地域の生活の充実向上を図る

ために実践しようとしてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前 

期 

自
分
ら
し
い
人
生
を
つ
く
る 

○家庭科の学び方 

・ホームプロジェクトと 

学校家庭クラブ活動 

＊ｴﾝｶｳﾝﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

＊ペアトーク 

〇自分を見つめる 

・生涯発達の視点 

・青年期をどう生きるか 

＊自己を知る 

○目標をもって生きる 

 ＊将来の生活を展望する 

a:事例研究などを通して、青年期

の生き方について検討する技

術を身に付けている。また青年

期の課題について理解し、人の

一生を自分の問題とし捉える

ための知識を身に付けている。 

b:青年期にある自分を見つめ、課

題を見いだし、その解決をめざ

して考え、表現している。 

c:青年期の生き方について関心

を持ち、意欲的に学習に取り組

もうとしている。 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

の記述 

授業観察 

発表 

自己評価 

振りかえり 

シート 

さ
さ
え
あ
っ
て
生
き
る 

〇家族・家庭を見つめる 

＊家族法クイズ 

＊ｻｲﾚﾝﾄｵｰｸｼｮﾝ 

＊家事育児ﾀｽｸ 100 

＊いろんな生き方ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ 

○これからの家庭生活と 

社会 

a:事例研究などを通して、家族や

家庭の在り方について検討す

る技術を身に付けている。また

生涯発達の視点から、家族・家

庭の意義、社会との関わりなど

について理解し、人の一生を自

分の問題として捉えるための

知識を身に付けている。 

b:生涯発達の視点から家族・家庭

と社会との関わりについての

課題を見いだし、その解決をめ

ざし考え、表現している。 

c:家族・家庭の意義や役割、男女

の平等と相互の協力などにつ

いて関心を持ち、意欲的に学習

に取り組もうとしている。 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

の記述 

レポート 

授業観察 

発表 

自己評価 

相互評価 

振りかえり 

シート 



 

※令和４年度以降入学生用 

子
ど
も
と
共
に
育
つ 

★この単元は１年間にわたっ

て学習する 

○子どもの育つ力を知る 

〇親として共に育つ 

 ・子どもの発達と保育 

 ・子どもの生活（衣食住） 

と保育 

「子どもの被服」 

  ＊おむつを科学する 

「子どもの食事」 

  ＊離乳食実習 

  「子どもの安全」 

  ＊潜在危険 

住まい安全チェック 

＊子ども部屋を考える   

 〇子どもを取り巻く環境 

＊遊び・絵本を考える 

 ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟｶｰﾄﾞ製作 

＊親子にｲﾝﾀﾋﾞｭｰしよう 

＊親学習 

  

 （     囲みの部分は、 

後期に実施） 

a:子どもと適切に関わることが

でき、子どもの健やかな発達を

支える技術を身に付けている。

子どもの発達と保育について

理解し、家族・地域・社会の果

たす役割を認識するために必

要な知識を身に付けている。 

b:子どもの発達と保育について、

家族や地域の生活を見つめて

課題を見いだし、その解決をめ

ざして考え、表現している。 

c:子どもの発達と保育について

関心を持ち、実践的・体験的な

活動を通して意欲的に学習に

取り組もうとしている。 

 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

の記述 

レポート 

観察記録 

ポスター 

授業観察 

発表 

自己評価 

相互評価 

振りかえり 

シート 

高
齢
社
会
を
生
き
る 

○高齢社会の現状と課題 

○高齢者の心身の特徴 

〇高齢者の暮らし 

高齢者の方のお話を聞く 

＊「高齢社会を生きる」 

〇高齢者を支える社会の 

しくみ 

 

a:高齢者と適切に関わることが

でき、高齢者の自立生活を支え

る技術を身に付けている。高齢

者の生活について理解し、家

族・地域・社会の果たす役割を

認識するために必要な知識を

身に付けている。 

b:高齢者の生活について、家族や

地域の生活を見つめて課題を

見いだし、その解決をめざして

考え、表現している。 

c:高齢者の生活について関心を

持ち、実践的・体験的な活動を

通して意欲的に学習に取り組

もうとしている。 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

の記述 

講義メモ

レポート 

授業観察 

自己評価 

相互評価 

振りかえり 

シート 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

○ホームプロジェクトと学校家

庭クラブ活動 

 ＊自由テーマ 

調査研究、個人発表 

a:計画に沿ってホームプロジェ

クトや学校家庭クラブ活動を

実践することができる。ホーム

プロジェクトと学校家庭クラ

ブ活動の実践に必要な知識を

身に付けている。 

b:生活上の課題を見いだし、その

解決をめざして科学的に探究

し、表現している。 

c:ホームプロジェクトと学校家

庭クラブ活動について関心を

もち、主体的に学習に取り組も

うとしている。 

 レポート 授業観察 

発表 

自己評価 

相互評価 

振りかえり 

シート 

共
に
生
き
、
共
に
支
え
る 

〇よりよく生きるためにはどう

したらいいだろう？ 

 ・私たちの生活と福祉 

〇現代日本の抱える問題を

生活者の視点（子育て支

援、高齢者・障がい者福

祉、貧困、防災・減災、社

会保障 等）で捉える前期

の学びから総合的に考える 

新聞記事を読み解く 

 

＊調査研究、グループ発表 

  

a:地域で行われているコミュニ

ティ活動や NPO 活動などにつ

いて、情報を収集・整理したり、

参加したりする技術を身に付

けている。共生社会と福祉につ

いて理解し、生涯を通して家

族・家庭の生活を支える福祉や

社会的な支援が果たす役割を

認識するための知識を身に付

けている。 

b:共生社会を成立させるための

課題を見いだし、その解決をめ

ざし社会の一員として何がで

きるか考え、工夫している。 

c:共生社会と福祉について家庭

や社会の一員として関心を持

ち、意欲的に学習に取り組もう

としている。 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

の記述 

講義メモ

レポート 

授業観察 

発表 

自己評価 

相互評価 

振りかえり 

シート 



 

※令和４年度以降入学生用 

後 
 

期 

食
生
活
を
つ
く
る 

〇食生活の管理と健康 

○食事と栄養・食品 

 ・何をどれだけ食べたら 

いいのか？ 

○食生活の安全と衛生 

〇日本人は何を食べてきた

か？ 

〇日本の食問題 

〇調理の基礎 

 ＊調理実習３回 

（10 月～２月） 

a:生涯を通して健康で安全かつ

環境に配慮した食生活を営む

ために必要な栄養、食品、調理、

食品衛生等の技術を日常食の

調理実習を通して身に付けて

いる。栄養、食品、調理、食品

衛生、ライフスタイルと環境な

どについて実験・実習を中心と

した学習を通して科学的に理

解し、健康で安全な食生活を主

体的に営むために必要な知識

を身に付けている。 

b:食事と健康、安全と環境に配慮

した食生活について、課題を見

いだし、その解決をめざして考

え、適切に判断し表現してい

る。 

c: 食事と健康、安全と環境に配

慮した食生活、ライフスタイル

と環境に関心をもち、意欲的に

学習に取り組もうとしている。 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

の記述 

実習の 

レポート 

 

授業観察 

発表 

自己評価 

相互評価 

振りかえり 

シート 

衣
生
活
を
つ
く
る
・
・子
ど
も
と
共
に
育
つ 

〇被服の機能と着装 

何をどう着るか 

＊自分に似合う色とは？ 

○被服の管理と計画 

 ＊界面活性剤のはたらき 

 ＊衣服を自分で直そう 

○これからの衣生活 

※似合う色以外は前期乳幼

児の衣食住で学ぶ 

○交流授業（親子にインタビ

ュ-しよう）の事前学習 

 

 〇子どもを取り巻く環境 

＊遊び・絵本を考える 

 ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟｶｰﾄﾞ製作 

＊親子にｲﾝﾀﾋﾞｭｰしよう 

＊親学習 

 

 

a:被服の機能と着装、被服材料、

被服の構成、被服管理などにつ

いて科学的に理解し、健康で快

適な衣生活を主体的に営むた

めに必要な知識を身に付けて

いる。生涯を通して健康で快適

な衣生活を営むために必要な

被服計画、被服整理などの技術

を身に付けている。 

b:被服管理と着装、健康で快適な

衣生活などについて、課題を見

いだし、その解決をめざして考

え、適切に判断し表現してい

る。 

c: 被服管理と着装、健康で快適

な衣生活、ライフスタイルと環

境に関心をもち、意欲的に学習

に取り組もうとしている。 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

の記述 

実習の 

レポート 

 

授業観察 

発表 

自己評価 

相互評価 

振りかえり 

シート 

 

○ホームプロジェクトと学校家

庭クラブ活動 

＊お正月を科学する 

調査研究、個人発表 

 

a:ホームプロジェクトと学校家

庭クラブ活動の実践に必要な

知識を身に付けている。 計画

に沿ってホームプロジェクト

や学校家庭クラブ活動を実践

することができる。  

b:生活上の課題を見いだし、その

解決をめざして科学的に探究

し、表現している。 

c:ホームプロジェクトと学校家

庭クラブ活動について関心を

もち、主体的に学習に取り組も

うとしている。 

 レポート 授業観察 

発表 

自己評価 

相互評価 

振りかえり 

シート 



 

※令和４年度以降入学生用 

住
生
活
を
つ
く
る
・子
ど
も
と
共
に
育
つ 

〇住まいは暮らしの器 

 ・安全で快適な住居 

＊住宅広告を読む 

 ・ライフステージにあった 

住居 

  

〇子どもを取り巻く環境 

＊子ども部屋を考える 

 

 

a:住居の機能、住環境などについ

て科学的に理解し、安全で快

適、かつ健康な住生活を主体的

に営むために必要な知識を身

に付けている。安全で快適、か

つ健康な住生活を営むために、

住居の計画や選択に必要な情

報を収集・整理する技術を身に

付けている。 

b:住居と家族の生活、安全で環境

に配慮した住生活について課

題を見いだし、その解決をめざ

して考え、適切に判断し表現し

ている。 

c: 住居と住環境、安全で環境に

配慮した住生活に関心を持ち、

意欲的に学習に取り組もうと

している。 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

の記述 

実習の 

レポート 

 

授業観察 

発表 

自己評価 

相互評価 

振りかえり 

シート 

経
済
生
活
を
営
む
・・生
活
を
設
計
す
る 

〇賢い消費者になる 

 ・消費行動と意思決定 

 ・キャッシュレス社会のメリッ

ト、デメリット 

 ・消費者の権利と責任 

 ＊悪質商法ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ 

 ・ライフスタイルと家計管理

や経済計画の重要性 

〇成熟した社会とは（共生経 

済について考える） 

〇持続可能な生活を営む  

 ・持続可能な社会を目指し

て（エシカル消費の実践） 

○生涯を見通す 

 ・自分のめざすライフスタイ

ルとは？ 

・生涯を見通した生活設計 

＊１年の振りかえり 

より良く生きる 

a:現在及び将来の消費生活と経

済の計画・管理、生活設計のた

めに必要な知識を身に付けて

いる。持続可能な消費生活と生

涯を見通した経済の計画・管

理、生活設計を立案するための

技術を身に付けている。 

b:持続可能な消費生活と生涯を

見通した経済の計画・管理、生

活設計について、考え、工夫し

ている。 

c:持続可能な消費生活と生涯を

見通した経済の計画・管理、生

活設計について関心を持ち、意

欲的に学習に取り組もうとし

ている。 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

の記述 

実習の 

レポート 

 

授業観察 

発表 

自己評価 

相互評価 

振りかえり 

シート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


